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朝日新聞投稿 「声」 

 

No. 発行日 朝夕刊 面名 ページ 文字数 

00028 2000年 06月 20日 朝刊 オピニオン２ 014 00514文字 
 

 
ネット活用し、初の在外投票（声）  

 図書館司書 横田啓子（米国シアトル ４３歳） 

 今回の総選挙では、海外に住む日本人が初めて投票できるようになりました。公示

に伴い、在外公館で、郵便で、在外投票が始まりました。 

 在外投票は、仕事や研究などで海外に住む日本人にとって長年の念願でした。税

制、介護保険など、帰国すれば自分の生活に関係のある政治の改革に少しでも参加し

たい。そのために、在外投票の実現を望む多くの人々が、草の根で署名を集め、請願

し、努力を尽くした結果、公職選挙法が改正されました。 

 私は、十三日に領事館で投票をした時、自分も市民としてわずかでも政治に参加

し、無から作られた歴史に立ち会ったと感無量でした。在外投票の実現は、改革は全

く不可能ではないという、あかしになるでしょう。 

 日本の現状や政治についての情報不足が懸念されましたが、ＩＴ（情報技術）選挙

と呼ばれるように、特に米国の居住者は、日本よりも家庭や公立図書館に普及してい

るインターネットで日本の新聞を読み、各政党のホームページにアクセスして、十分

な情報が入手可能です。 

 ＩＴが民主主義に不可欠な情報への自由なアクセスを提供し、在外投票をより現実

的なものにしたのが、今回の総選挙のもう一つの特徴です。 

 


